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H３０年４月２４日（火）土佐町小中学校 谷内宣夫 

今、日本の教育が変わっています。 

 今
いま

・今後
こんご

、日本
にほん

の企業
きぎょう

・会社
かいしゃ

が求
もと

めている人材
じんざい

はどのような

資質
ししつ

を身
み

に付
つ

けている人物
じんぶつ

か？それは大きく2つです。 

①知識
ちしき

や情報
じょうほう

を集めて
あ つ め て

活用
かつよう

し、自分
じぶん

の考え
かんがえ

を導き出し
みちびきだし

、様々
さまざま

な

ことに柔軟
じゅうなん

かつスピーディー
す ぴ ー で ぃ ー

に対応
たいおう

することのできる能力
のうりょく

を身
み

に付けている人物
じんぶつ

です。 

②チームを組んで
く ん で

特定
とくてい

の課題
かだい

に対応
たいおう

し 

解決
かいけつ

させることができる能力
のうりょく

を備えて
そ な え て

いる人物
じんぶつ

です。 

 単
たん

に知識
ちしき

をたくさん身
み

に付けて
つ け て

いるだけでは使
つか

えない。知識
ちしき

が

豊富
ほうふ

なことは大切
たいせつ

ですが、それ以上
いじょう

に、知識
ちしき

を活用
かつよう

して問題
もんだい

を

解決
かいけつ

させることができる能力
のうりょく

を備
そな

えていなければならないと

いうことです。アメリカの学者
がくしゃ

（キャシー・デビドソン） 

が言
い

っていることも紹介
しょうかい

します。 

「これからの社会
しゃかい

はＩＣＴ産業
さんぎょう

の進化
しんか

やグローバル化
ぐ ろ ー ば る か

、少子
しょうし

高齢化
こうれいか

等
とう

が加速的
かそくてき

に進み
すすみ

、変化
へんか

が激しく
は げ し く

、２０２５年
２ ０ ２ ５ ね ん

頃
ごろ

（５～

６年後
６ ね ん ご

」には、その就 職 先
しゅうしょくさき

の６５％は現在
げんざい

存在
そんざい

しない

職 業
しょくぎょう

になるだろう」また、日本
にほん

の学者
がくしゃ

が「２０３０年には

現在
げんざい

の職 業
しょくぎょう

の６０％以上
いじょう

はＡＩ（人工
じんこう

知能
ちのう

を備えた
そ な え た

ロボット
ろ ぼ っ と

）が担当
たんとう

しているだろう」と言
い

っています。 

まさに現在、小・中学生の皆
みな

さんが、ちょうどその変化
へんか

の

激しい
は げ し い

時代
じだい

に学生
がくせい

生活
せいかつ

を終え
お え

、社会
しゃかい

に旅立つ
た び だ つ

時期
じ き

なのです。 

このように皆さん
み な さ ん

方
がた

に求められて
も と め ら れ て

いるのは、「実
じっ

社会
しゃかい

で通用
つうよう

す

る力
ちから

」「社会
しゃかい

で活用
かつよう

できる力
ちから

」を身
み

に付けた
つ け た

人間
にんげん

なのです。 

また、現在
げんざい

の中学
ちゅうがく

３年生
３ねんせい

が大学
だいがく

入試
にゅうし

を受験
じゅけん

する 

ときには、試験
しけん

問題
もんだい

も受験
じゅけん

の仕方
しかた

も変
か

わっています。 

平成
へいせい

３１年度
３ １ ね ん ど

（来年度
らいねんど

）「高等
こうとう

学校
がっこう

基礎
き そ

学力
がくりょく

テスト
て す と

（仮称
かしょう

）」

高校
こうこう

段階
だんかい

における学習
がくしゅう

成果
せいか

を把握
はあく

し、進学
しんがく

時
じ

や就 職
しゅうしょく

時
じ

に

基礎
き そ

学力
がくりょく

の証明
しょうめい

の方法
ほうほう

の一つ
ひとつ

として大学
だいがく

や企業
きぎょう

が参考
さんこう

にす

る可能性
かのうせい

があるテスト。（進学
しんがく

や就 職
しゅうしょく

に影響
えいきょう

） 

平成３２年（２年後）「大学
だいがく

入学
にゅうがく

希望者
きぼうしゃ

学力
がくりょく

評価
ひょうか

テスト

（仮称
かしょう

）」高校
こうこう

までに身
み

につけた知識や技能
ぎのう

を活用
かつよう

して、自
みずか

ら

の課題
かだい

を発見
はっけん

し、その解決
かいけつ

に向けて
む け て

探求
たんきゅう

し成果
せいか

を表現
ひょうげん

するた

めに必要
ひつよう

な思考力
しこうりょく

・判断力
はんだんりょく

・表 現 力
ひょうげんりょく

を総合的
そうごうてき

に評価
ひょうか

するテ

スト。が行
おこな

われる方向
ほうこう

で教育
きょういく

改革
かいかく

が進
すす

んでいます。 

いろんな情報
じょうほう

を集
あつ

めて活用
かつよう

し課題
かだい

を解決
かいけつ

していくという

傾向
けいこう

の問題
もんだい

になるのです。（学力
がくりょく

調査
ちょうさ

のB
Ｂ

問題
もんだい

です） 

大学
だいがく

入試
にゅうし

が変
か

わるということは、高校
こうこう

の授業
じゅぎょう

スタイルが変
か

わることです。高校
こうこう

の入試
にゅうし

の問題
もんだい

も変
か

わります。あわせて、

中学校
ちゅうがっこう

・小学校
しょうがっこう

の授業
じゅぎょう

のやり方
かた

も変
か

わるのです。本校
ほんこう

では

すでに取り組
と り く

んでいます。知識
ちしき

をたくさん知
し

っていればよいとい

うスタイルのテストでなく、その知識
ちしき

を活用
かつよう

して問題
もんだい

を解決
かいけつ

で

きるようになっていかなければならないのです。 

こういう状 況
じょうきょう

であるので、これからの日本
にほん

の教育
きょういく

をどうし

ていくのか、その基盤
きばん

となる「学習
がくしゅう

指導
しどう

要領
ようりょう

」が改定
かいてい

されま

す。この「学習
がくしゅう

指導
しどう

要領
ようりょう

」に基
もと

づいて学校
がっこう

の教育
きょういく

活動
かつどう

は構成
こうせい

されています。１年間
１ねんかん

に各教科
かくきょうか

や活動
かつどう

を何時間
なんじかん

実施
じっし

しなければ

ならないか、教科
きょうか

の目標
もくひょう

や内容
ないよう

、方法
ほうほう

、評価
ひょうか

の在り方
あ り か た

等
とう

につい

て決
き

められています。 

今回
こんかい

の「学習
がくしゅう

指導
しどう

要領
ようりょう

」の改定
かいてい

の「特徴
とくちょう

」を紹介
しょうかい

します。

あわせて土佐町小中学校
ちゅうがっこう

で現在
げんざい

取り組んで
と り く ん で

いる教育
きょういく

活動
かつどう

に

ついても紹介します。↓土佐町小中学校で取り組んでいること 

「読
よ

みとる力を育成
いくせい

・向上
こうじょう

」→高知県
こうちけん

の指定
してい

を受
う

け、図書
としょ

や

新聞
しんぶん

を通
とお

して言語
げんご

能力
のうりょく

と情報
じょうほう

活用
かつよう

能力
のうりょく

を高
たか

める取組
とりくみ

を

実践
じっせん

していきます。 

「言語
げんご

能力
のうりょく

の育成
いくせい

」→根拠
こんきょ

（理由
りゆう

）を伴う
ともなう

意見
いけん

を発表
はっぴょう

でき

る力
ちから

・情報
じょうほう

を正確
せいかく

に理解
りかい

し適切
てきせつ

な表現
ひょうげん

ができる力
ちから

・

議論
ぎろん

できる力を育
そだ

てています。 

「道徳
どうとく

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

」→「道徳科
どうとくか

」（小学校）「道徳
どうとく

」（中学校）

の授業
じゅぎょう

を充実
じゅうじつ

させる取組
とりくみ

を実践
じっせん

しています。 

「外国語
がいこくご

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

」→高知県
こうちけん

の指定
してい

を受け
う け

、 

英語
えいご

に親
した

しみ活用
かつよう

できる能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

しています。 

「伝統
でんとう

や文化
ぶんか

に関する
か ん す る

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

」→総合的
そうごうてき

な学習
がくしゅう

の時間
じかん

（中学校）に「地域貢献・土佐町の未来を考える・地域産業と

生き方を学ぶ・土佐町をPR」等
とう

、地域
ちいき

の伝統
でんとう

文化
ぶんか

について学
まな

んでいます。（小学校も地域とのつながりを重視しています） 

以上のように土佐町小中学校は、日本のこれからの教育の流れを先取

りして教育活動を実践しています。            


